
橋論叢 第122巻第4号 平成11年（1999年）1O月号　（154）

名
誉
教
授
阿
部
謹

一
九
六
六
年
十
二
月

一
九
七
〇
年
十
一
月

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年
七
月

　
　
　
　
十
月

一
九
七
五
年
四
月

一
九
七
八
年
六
月

　
　
　
　
十
月

也
著
作

目
録

訳
善
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ
ン
ツ
ェ
『
封
建
制
の
本
質
と

拡
大
』
、
未
来
社

訳
杳
（
共
訳
）
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ス
キ
ー

『
大
学
の
孤
独
と
自
由
－
ド
イ
ツ
の
大
学
な
ら
び

に
そ
の
改
革
の
理
念
と
形
態
』
、
未
来
社

著
書
冒
①
声
o
昌
↓
冒
9
0
9
雪
o
旨
o
①
ω
詩
鼻
－

㎝
o
巨
而
［
一
〇
『
o
⑦
自
m
　
ぎ
　
、
『
①
巨
ω
ω
①
目
　
－
ω
｛
－
⊥
㎝
M
㎝
．

Ω
「
O
↓
P
示
0
＝
ヨ

著
書
『
ド
イ
ツ
中
世
後
期
の
世
界
－
ド
イ
ツ
騎
士

修
道
会
史
の
研
究
』
、
未
来
社

著
書
『
ハ
ー
メ
ル
ン
の
蜜
吹
き
男
－
伝
説
と
そ
の

世
界
』
、
平
凡
社

訳
書
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ン
ペ
ル
『
人
問
と
そ
の
現

在
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
意
識
』
、
未
来
社

著
書
『
中
世
を
旅
す
る
人
ぴ
と
ー
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
庶

民
生
活
点
描
』
、
平
凡
社

著
書
『
刑
吏
の
社
会
史
－
中
世
ヨ
ー
目
ツ
パ
の
庶

民
生
活
』
、
中
央
公
論
社

（
抄
）

一
九
八
一
年
三
月

　
　
四
・
五
月

一
九
八
二
年
六
月

一
九
八
三
年
七
月

一
九
八
四
年
十
二
月

一
九
八
五
年
四
月

　
　
　
　
七
月

一
九
八
六
年
三
月

　
　
　
　
七
月

一
九
八
七
年
七
月

著
書
『
中
世
の
窓
か
ら
』
、
朝
日
新
聞
社

著
書
（
共
著
）
『
中
世
の
風
景
』
（
上
・
下
）
、
中

央
公
論
社

著
書
（
共
著
）
『
中
世
の
再
発
見
－
市
・
贈
与
・

宴
会
』
、
平
凡
社

著
書
『
中
世
の
星
の
下
で
』
、
影
書
房

著
書
『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
－
中
世
』
、
第
一
法

規
出
版

著
沓
『
歴
史
と
叙
述
－
社
会
史
へ
の
道
』
、
人
文

書
院

訳
書
『
放
浪
学
生
プ
ラ
ッ
タ
ー
の
手
記
ー
ス
イ
ス

の
ル
ネ
サ
ン
ス
人
』
、
平
凡
社

著
書
『
逆
光
の
な
か
の
中
世
』
、
日
本
エ
デ
ィ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

著
奮
『
よ
み
が
え
る
中
世
ヨ
i
ロ
ッ
パ
　
（
N
H
K

市
民
大
学
）
』
、
目
本
放
送
出
版
協
会

著
書
『
甦
え
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
、
日
本
エ
デ

ィ
タ
i
ス
ク
ー
ル
出
版
部
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（155）名誉教授阿部謹也著作目録（抄）

　
　
　
　
十
月

一
九
八
八
年
三
月

一
九
八
九
年
一
月

　
　
　
　
九
月

一
九
九
〇
年
二
月

　
　
　
　
五
月

一
九
九
一
年
一
月

　
　
　
　
十
一
月

一
九
九
二
年
三
月

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
十
月

著
書
『
申
世
賎
民
の
宇
宙
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
点
へ

の
旅
』
、
筑
摩
奮
房

著
菩
『
自
分
の
な
か
に
歴
史
を
よ
む
』
、
筑
摩
書

房著
書
『
西
洋
中
世
の
罪
と
罰
－
亡
霊
の
社
会
史
』
、

弘
文
堂

著
書
『
社
会
史
と
は
何
か
』
、
筑
摩
書
房

著
奮
『
歴
史
を
読
む
1
阿
部
謹
也
対
談
集
』
、
人

文
杳
院

訳
薔
『
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉

快
な
い
た
ず
ら
』
、
岩
波
書
店

著
書
『
西
洋
中
世
の
男
と
女
－
聖
性
の
呪
縛
の
下

で
』
、
筑
摩
書
房

著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
宇
宙
観
』
、
講
談
社

編
著
『
私
の
外
国
語
習
得
法
』
、
悠
思
社

訳
書
（
共
訳
）
工
ー
デ
ィ
ト
・
エ
ン
ネ
ン
『
中
世

の
女
た
ち
』
、
人
文
書
院

訳
響
（
共
訳
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
回
シ
オ
『
中
世
娼
婦

　
　
　
　
十
二
月

一
九
九
三
年
九
月

一
九
九
四
年
十
一
月

一
九
九
五
年
七
月

　
　
　
　
十
月

　
　
　
　
十
月

一
九
九
六
年
三
月

一
九
九
七
年
三
月

　
　
　
　
五
月

一
九
九
八
年
五
月

一
九
九
九
年
三
月

　
　
　
　
五
月

の
社
会
史
』
、
筑
摩
審
房

著
菩
『
西
洋
中
世
の
愛
と
人
格
1
「
世
間
」
論
序

説
』
、
朝
日
新
聞
社

著
書
『
読
書
の
軌
跡
』
、
筑
摩
書
房

訳
書
ヴ
ェ
ル
ナ
i
・
フ
ォ
ー
グ
ラ
i
編
『
修
道
院

の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
』
、
朝
日
新
聞
社

著
書
『
「
世
間
」
と
は
何
か
』
、
講
談
社

著
杳
『
ヨ
ー
回
ツ
バ
を
読
む
』
、
石
風
社

著
審
『
北
の
街
に
て
』
、
講
談
社

著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
る
視
角
』
、
岩
波
書
店

著
書
『
読
杳
カ
を
つ
け
る
』
、
日
本
経
済
新
聞
社

著
書
『
「
教
養
」
と
は
何
か
』
、
講
談
社

著
書
『
物
語
ド
イ
ツ
の
歴
史
』
、
中
央
公
論
社

著
書
『
目
本
社
会
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
、
朝

日
新
聞
社

著
書
『
大
学
論
』
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

出
版
部
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一橋論叢 第122巻第4号 平成11隼（1999年）10月号　（156）

編
集
後
記

　
本
号
は
、
特
集
　
目
ー
ロ
ッ
バ
社
会
史
の
世

界
で
あ
る
。
実
質
的
な
編
集
は
、
土
肥
恒
之
、

阪
西
紀
子
両
先
生
に
お
願
い
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
野
忠
恒
）

　
本
号
は
昨
年
十
一
月
末
を
も
っ
て
停
年
退
官

さ
れ
た
前
学
長
、
阿
部
謹
也
名
誉
教
授
を
記
念

し
て
編
ま
れ
た
特
集
号
で
す
。
こ
の
企
画
を
快

諾
さ
れ
た
編
集
委
員
会
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
阿
部
先
生
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
占
こ
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
専
門
家
以
外
の
愛
読
者
の
多
さ
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巾
世
世
界
、
そ

こ
に
生
き
た
人
々
の
生
活
と
心
性
が
先
生
の
鋭

い
分
析
と
瑞
々
し
い
文
章
に
よ
っ
て
活
写
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
魅
カ
の
一
つ
は
具
体
的

な
生
に
か
か
わ
る
も
の
だ
け
が
学
問
的
な
手
続

き
を
経
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う

に
恩
わ
れ
ま
す
。
私
は
い
ま
で
も
よ
く
本
屋
巡

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
三
年
程
前
新
宿
の
K
書

店
が
新
店
舗
を
出
し
た
と
い
う
の
で
、
さ
っ
そ

く
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
洋
書
の
階

で
新
刊
本
を
な
が
め
て
い
る
と
『
乞
食
と
教
授

－
ニ
ハ
世
紀
家
族
の
サ
ガ
』
と
い
う
表
題
が
目

に
と
ま
り
ま
し
た
。
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
著
名

な
社
会
史
家
で
す
。
こ
れ
は
と
恩
っ
て
手
に
取

る
と
案
の
定
、
先
生
が
十
年
以
上
も
前
に
翻

訳
・
紹
介
さ
れ
た
ト
マ
ス
・
プ
ラ
ッ
タ
ー
と
そ

の
息
子
に
つ
い
て
の
研
究
で
し
た
。
こ
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先
生
の
お
仕
事
は
い
わ

ゆ
る
「
翻
訳
史
学
」
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
、

い
ず
れ
も
先
駆
的
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
一
貫

し
て
，
こ
自
身
の
内
な
る
関
心
に
忠
実
で
あ
ら
れ

る
点
に
最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
い
つ
も
歴
史
学
の
最
先
端
に
立
た
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
（
土
肥
恒
之
）

　
か
つ
て
私
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
留
学
し
て
い
る

時
に
、
阿
部
先
生
に
学
生
寮
の
「
廊
下
の
集

会
」
に
つ
い
て
書
き
送
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
留
学
中
に
い
い
経
験
を
し
た
学
生
が
い
ま
す
」

と
し
て
、
先
生
が
講
演
の
中
で
紹
介
し
て
い
る

の
を
読
ん
だ
時
に
は
、
正
直
う
れ
し
か
っ
た

（
人
の
悪
い
こ
と
に
、
私
に
は
；
己
も
お
っ
し

ゃ
ら
な
か
っ
た
）
。
今
回
、
論
集
に
執
筆
す
る

に
あ
た
っ
て
、
私
自
身
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

た
問
題
で
も
あ
り
、
臨
時
の
集
会
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
も
の
の
、
う
ま
く
ま
と
ま
ら
ず
、

文
字
ど
お
り
冷
や
汗
も
の
で
あ
る
。
「
経
験
だ

け
し
て
も
、
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う

お
叱
り
が
聞
こ
え
て
来
そ
う
な
気
が
し
て
（
も

う
と
も
、
近
年
と
み
に
穏
や
か
に
（
？
）
な
ら

れ
て
、
黙
っ
て
呆
れ
ら
れ
る
だ
け
か
も
し
れ
な

い
）
。
自
分
に
そ
ん
な
資
格
が
あ
る
の
か
と
自

問
し
つ
つ
も
、
教
師
の
立
場
で
ゼ
ミ
の
学
生
と

接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
特
に
学
部

生
で
あ
っ
た
頃
の
私
た
ち
と
付
き
合
う
た
め
に
、

先
生
は
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
な
り
に
真
剣
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
に

し
て
恩
え
ば
と
ん
で
も
な
い
学
生
た
ち
と
一
緒

に
、
ゼ
ミ
含
宿
へ
、
手
白
沢
温
泉
へ
と
よ
く
も

出
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ら
す
べ

て
を
合
め
て
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阪
西
紀
子
）
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